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日本産カマバチの生態に関する研究

（4）。クロハラカマバヂHψZogo伽ヵoμ5α枕α肋5Esaki　et　Hashimoto

（Hymenoptera・Dry1n1dae）成虫の生存日数と産卵及び捕食の関係

北　　村　　憲　　二＊

　　　　Comparat1∀e　Stud1es　on　the　B1o1ogy　of　Drym1d　Wasps　m　Japan

（4）Longev1ty，OY1pos1t1on　and．Host＿Feed－mg　of　Ad．u1t　Fema1e　of　HψZogo〃砿oク螂

　　　　　　　α炉α肋5Esak1et　Hash1moto（Hymenoptera　Drym1d．ae）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ken］1KITAMURA

　Drym1d　wasps　p1ay　a　dua1ro1e　of　true　pred－ators　as　we11as　paras1tes　Then　feed－1ng

and　oy1pos1t1on　of　e1ght　ad－u1ts　fema1es　of　HψZogo刎玄ψ狐α所α肋3Esak1et　Hash1moto

were　observed　for　th1er　ent1re11壬e　span　The　exper1ments　were　cond－ucted．at24◎C

under16hours11ght1ng
When20ny皿ps　of3rd　mstar　per　adu1t　fe皿a1e　were　pr0Y1ded　for　ov1pos1t1on　e∀ery

d．ay，1onge▽1ty　of　ad－u1t　fe1ma1e　was319士385days　and．tota1fert111ty　and－number　of

hosts　fed．upon　by　ad．u1t　fen1a1e　were11528eggs　and－1944ny血phs　respect1▽e1y　Adu1t

皿a1e1ongeY1ty　was39土236days　The　ov・1pos1t1on　beha∀10ur　of　fe皿a1e　o㏄ured．w1thm

24hours　after　ad．u1t　emergence，and－the壬ert111ty　per　d．ay　mcreased　rap1d1y　t111about4

d．ays　after　ad．u1t　emergence　The　ayerage　fert111ty　per　d．ay　was　the　h1ghest　on7－16

days　after　ad－u1t　emergence，then1t　was　reducmg　gradua11y　t111a　few　days　before　the

d－eath，though▽a1ue　of1t　was　re1at1ve1y　h1gh1eYe1　Predat1on　behav1our　occured　soon

after　ad．u1t　e皿ergence　and．end－ed．w1th　d．eath，and　nu血ber　of　hosts　fed．upon　by　ad．u1t

fe皿a1e　d1d．not　show　extrea皿f1uctuat1on　d．ur1ng　the　11fe　w1th　a　constant1eve11n

change　There　was　pos1t1ve　corre1at1on　between1ongey1ty　of　ad．u1t　fema1e　and－nu皿ber

of　hosts　fed．upon　by　adu1t　fema1e，and．a1so　nu1mber　of　hosts　fed．upon　by　adu1t壬e皿a1e

and　fert111ty　（r＝0775．0903）

　　　　　　　　　緒　　　　言

　カマバチ類はウンカ。ヨコバイ類の天敵で，これらの

幼虫を寄生および捕食によって攻撃する．
　　　　　4）、　　5）　　　　7）
　江崎・鮫島，江崎・望月，SUBBA　RA0，BARRETT
　　1）　　　8）　　　2）　6）　　　3）
et　a1，WALOFF，CHANDRA，西岡，CHUA　et　a1ら

は成虫の生存日数，産卵数，捕食量について報告してい

る．しかし，カマバチ成虫の生存期間を通じての産卵数

や捕食量の推移については調査していない．

　今回はクロハラカマバヂ　肋μ090”肋μ5肋肋4∫

ESAKI　et　HASHIM10TOについて，これらの事を明ら

かにしたので報告する。

＊昆虫管理学研究室

　実験にあたり，終始，御指導と御助言をいただいた三

浦正教授に感謝の意を表す。また実験に協力していただ

いた三木伸次氏に厚く御礼を串し上げる．

　　　　　　　　材料および方法

　松江市近郊の水田において，ヒメトビウンカ

Lαo〃助α”5肋肋伽3FALL危Nを採集し，それから

羽化してきたクロハラカマバチを使用した．ヒメトビウ

ンカは室内で累代飼育して実験に供した．

　飼育は，16．O×3．5×4．Ocmのプラスチック製の裏

面にテトロンゴースを張った容器を使用し，その中にイ

ネの幼苗15本（約10cmの長さに葉先を切り，根部は

水を含んだ脱脂綿で巻いたもの）を入れて行った。この
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飼育容器を温度24℃，目長は16時間のカラス張り垣温槽

に入れた．

　ヒメトヒウノカの3齢幼虫20頭を入れた飼育容器に羽

化後まもないクロハラカマバチ雌1頭を放し産卵させ，

24時間後にすべての寄主を未寄生寄主と取り替えた．こ

の操作をクロハラカマバチの雌が死亡するまで毎日繰り

返した．なお，羽化した雌は10日目毎に3日間ずつ雄と

一緒にした．

　実験終了後，直ちにヒメトビウンカを実体顕微鏡下で

調べ，被食された個体数を記録すると共に，全個体を生

理的食塩水中で解剖し，クロハラカマバチの卵とその卵

の産下されている位置を記録した．

　　　　　　　　結果および考察

1．成虫の生存目数

　クロハラカマバチの雌の生存日数を第1表に示した．

雌の生存日数は26日から38日，平均31．9土3．85日であっ

た。雄は2日から8日で，平均3．9士2．36日であり，雌

より著しく短かった．

　クロハラカマバチの雌の場合，蜂蜜と水のみを与えた

個体の生存日数は11．8土1．25日と報告されており（西
　6）
岡），今回のように，寄主を与えた個体と比較してみる

と，寄主を捕食しない場合，著しく短命となっている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
Go伽o妙8θがo肋5WESTw00DについてはWALOFF

が，Rθ”0g’0〃”0μ3肋6狐PERKINSについては
　　　　2）、
CHANDRAが雌の生存日数は捕食した寄主量によって

影響されると報告している。クロハラカマバチ雌の生存

日数も捕食した寄主量によって影響されている．また、

第1表に示したように，クロハラカマバチの生存日数と

捕食量の間には正の相関が認められ（ブー0775），生存

日数の長い個体ほど捕食量は多くなっている。

Pα6伽9o〃肋ク螂刎加伽145FENTONの雌成虫の生存日

数は5日から46日，平均1214±157日（BARRETT　et
　1）
a1），G砂50肋∫WESTW00Dで12日から27日，平
　　　　　　　　　8）
均18．5日（WALOFF）と報告されている。著者のクロ

ハラカマバヂの数値と比較してみると，クロハラカマバ

チの生存日数が極めて長かった．

　雄については只榊加伽刎FENTONで平均2．15土
　　　　　　　　　　　　1）
017日（BARRETTet　a1），P伽励45PERKINSで4
　　　　　　　　　2）
日以内（CHANDRA）と報告されている．

2．産卵数
　雌の生存期間中における産卵数の推移を第1図に実線

で示した。雌の産卵の推移状態をみると，羽化後4日目

頃まで産卵数が急速に増加するが，以後は不連続に増減

しながら次第に減少していく．Nα1から7の供試虫は死

亡前日まで産卵し続けた。Nα8の供試虫は他の個体と同

じ推移を示したが，早い時期に急に産卵数が減少し，そ

の後は死亡するまでほとんど産卵しなかった．産下卵は

羽化初日が7から27卵であったが，その後，4日目頃ま

で急激に増加し，4日から14日目に最高産卵数に達し

た．日当たりの最高産卵数は供試虫Nα1で61，Nα2で

66，M．3で51，Nα4で63，M．5で70，蝸．6で44，Nα7

で91，Nα8で56卵となり，差が大きかった．1雌当た

りの総産卵数は632から1，598卵，平均1，152．8卵，日

当たり平均産卵数は20．4から43．2卵，平均35．7卵と

なり，個体差が大きかった。

　　　　　4）
　江崎1鮫島はセグロカマバチE6肋ブo66肋伽脇oZoブ

ESAKI　et　HASHIMOT0の総産卵数を16から47卵，
　　　　　　　1）
BARRETTeta1はp伽舳吻8FENTONの日当た
　　　　　　　　　　　　　2）
り産卵数を79卵，CHANDRAはP舳∂蜘PERKINs
の日当たり産卵数を4．9卵と報告している．著者のクロ

第1表 クロハラカマバチ雌成虫の生存日数，産卵数および捕食数

供試虫　　　　　　　　産　　卵　　数
　Nα　　　生存日数　　　総産卵数　　　日当たり平均産卵数

捕　　　食　　　数

総捕食数　　　日当たり平均捕食数

1
2
3
4
5
6
7
8

26

38

30

37

32

28

33

31

1033

1576

918

1598

1359

691

1415

632

39，7

41，5

30，6

43，2

42，5

24，7

42，9

20．4

154　　　　　　　　5．9

284　　　　　　　　7．5

146　　　　　　　　4．9

209　　　　　　　　　5．6

251　　　　　　　　7．8

107　　　　　　　　3．8

245　　　　　　　　　7．4

159　　　　　　　　5．1

平均　　31．9　　1152．8 35．7 194．4　　　　　　　　　　6．O
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第1図 クロハラカマバチの産卵数と捕食数の推移
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ハラカマバチの数値と比較してみると，クロハラカマバ

チの産卵数が極めて多いことがわかった。

3　雌成虫の捕食量

　雌成虫の生存期間申における捕食量の推移を第1図に

破線で示した。捕食量は日によって変動するが，生存期

間を通してみると，ある一定の幅を持った増減であり，

大きな変化はみられなかった．

　総捕食量や日当たりの平均捕食量については第1表に

示した。．総捕食量は107から284頭・雌8個俸の平均は

194．4頭，日当たりの平均捕食量は3．8から7．8頭，その

平均は6．O頭となり，大きな個体差があった。今回の実

験では，捕食量については個体差が大きかったが，総捕

食量の多い個体ほど総産卵数も多くなっている（第2

図）．このことから，クロハラカマバチの雌はヒメトビ

ウンカを捕食することによって栄養を得て，卵巣発達を

促しており，個体による先天的な生殖能力の差はある

が，捕食量の多少が産卵数に大きく影響を与えることは

明らかである。
　　6）
　由岡はクロハラカマバチの卵巣が羽化直後には未発達

の状態で，3から5個の成熟卵しか認められないが，羽

化後ヒ！トビウンカを与え続けた場合，急速に卵巣が発

育し，2日後には平均19．O個以上の成熟卵を持つよう

になったことを報告していることと一致する、

頻

60

40

20

0
60

40

20

0

1卵産下 2卵1　　　　　　　3卵

第20号

4　産卵部位

　クロハラカマバチのヒメトビウンカ腹部環節間膜内に

おける産卵部位の頻度分布を第3図に示した．

　この実験はクロハラカマバチの日当たり産卵数以下の

総
1500

卵1000

数

卵

500

第2図

Y＝5372X＋108，546

r：0．862

100　　　200　　　　300
総　捕　食　数　（頭）

クロハラカマバチ雌成虫の産卵数

と捕食量の関係
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寄主20頭で実施したため，多寄生が多くみられた．多寄

生された場合の最高値は14卵であった。野外で採集した

ヒメトビウンカにも本種の多寄生が少数例観察された

が，この場合の大部分は2頭（最高4頭寄生例も認めて

いる）であった．この多寄生現象は寄主密度の不足の場

合に起こりうる異常現象と考えた．

　単寄生，多寄生の場合も卵は腹部環節背面の第6から

7の環節間膜に最も多くみられ，次に第5から6の環節

間膜にみられた。寄主に対する産卵数が増加していくに

したがい，産卵位置は更に広がった。

　　　　　　　　　摘　　　　要

　クロハラカマバヂ成虫の生存日数，産卵数および捕食

量について調査した．実験は温度24℃，日長は．16時間

の条件下で実施した。

　寄主として，ヒメトビウンカ3齢幼虫20頭を毎日与

えた場合，雌成虫の生存日数は平均31．9士3．85，総産

卵数は平均1，152．8卵、総捕食量は平均194．4頭であっ

た。雄成虫の生存日数は平均3．9土2．36日であった．

　産卵は羽化当日からみられ，日当たりの産卵数は4日

目頃まで急増した．日当たりの最高産卵数は羽化後7か

ら16日目の間にあった．その後，産卵数は徐々に減少

していくが，死亡する数日前まで高い値を示した．

　捕食行動は羽化当日から死亡前日までみられ，成虫の

生存期間を通して，捕食量には多少の増減はあるが，大

きな変化はみられなかった．

　雌成虫の生存日数と捕食量，捕食量と産卵数の間には

正の相関が認められた（ブ＝O．775，O．903）。
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